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〜　
新
成
人
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す　
〜

　

今
年
、
苫
小
牧
市
内
で
は
１
千　

人
の
若
者
が
、

６３２

め
で
た
く
大
人
の
仲
間
入
り
と
な
り
、
先
日
、
若

者
た
ち
の
新
た
な
船
出
を
祝
う
「
成
人
式
」
に
出

席
し
ま
し
た
。
成
人
式
は
こ
れ
ま
で
白
鳥
ア
リ
ー

ナ
で
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
少
子
化
に
よ
り
対

象
者
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
は　

年
１０

ぶ
り
に
市
民
会
館
で
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
の
会
場
に
は
色
鮮
や
か
な
晴
着
や
真
新
し

い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
若
者
た
ち
が
あ
ふ
れ
、

そ
の
姿
か
ら
、
元
気
さ
や
新
鮮
さ
が
大
い
に
伝
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
の
成
人
式
の
テ
ー

マ
は
「M

ovin'O
n

（
ム
ー
ビ
ン
オ
ン
）次
の
ス
テ
ッ

プ
へ
」
で
、
先
に
進
み
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
体
を
動
か
す
と
い
う
意
味
は
も
ち
ろ

ん
、
精
神
的
に
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
進
む
と
い
う
こ

と
が
、
成
人
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
は
大
き
な
意

味
を
持
つ
と
、
式
典
に
参
加
し
て
感
じ
ま
し
た
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
に
は
、
新
た
な
気
持
ち
で　

代
２０

に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
経
済
や
社
会
情
勢
が
激
し
く
変
化
す

る
難
し
い
時
代
で
す
。
若
者
ゆ
え
に
持
つ
、
柔
軟

な
発
想
や
果
敢
な
行
動
力
な
ど

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
の
未
来
の
苫
小
牧
を

担
う
新
成
人
た
ち
の
活
躍
に
、

大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

市政トピックス市政トピックス

審議会委員などを募集します

13 広報とまこまい　平成２３（２０１１）年・２月

自治基本条例の運用状況を市民の目で見守り、市民
自治を進展させる活動をする委員を募集します

市 民 自 治 推 進 会 議 委 員

募集人員　３人程度
応募資格　１８歳以上（市内に通勤、通学している方を含
む。高校生、市議会議員、常勤の市職員を除く）
報酬　８，１００円（会議１回につき）　※会議は年３回程度
申し込み・詳細　２月２８日�月 までに住所、氏名、性別、
年齢、職業、電話番号、その他連絡先、応募動機（４００字
程度）、まちづくり活動の経験がある方はその内容と期間、
市の審議会などの委員の経験がある方はその名称と期間
を記載（Ａ４サイズで様式は自由）し、直接または郵送（
消印有効）、ファクス、Ｅメール、市民自治推進課ホー
ムページ（http://www.city.tomakomai.hokkaido.jp/ で市民
自治推進課　検索　）の入力フォームで　〒０５３‐８７２２旭町
４丁目５番６号　市民自治推進課　�３２-６０２５　�３４-
７１１０　� siminjiti@city.tomakomai.hokkaido.jp
※詳細は市のホームページに掲載。選考結果は全員に通
知。応募書類は返却しません

男女平等参画のまちづくりを推進するため、審議
会委員を募集します

男 女 平 等 参 画 審 議 会 委 員

募集人数　３人
応募資格　１８歳以上の方（市内に通勤、通学している
方を含む。高校生、市議会議員、常勤の市職員を除
く）
報酬　８，１００円（会議１回につき）　※会議は年２回程度
申し込み・詳細　２月２１日�月 までに「男女平等参画審
議会委員申し込み」と明記し、住所、氏名、性別、生年
月日、職業、電話番号、応募動機（４００字程度）、市の審
議会や委員会など委員経験者はその名称と期間、男女
平等参画推進に関わる活動の経験者はその内容を記載
（様式は自由）し、直接または郵送（必着）、Ｅメールで　
〒０５３‐００２１　若草町３丁目３番８号　女性センター　
�３２-３５４４　� danjobyodo@city.tomakomai.hokkaido.jp※

選考結果は全員に通知。応募書類は返却しません

女性センターの適正な運営や実施事業に関し、広
く市民の意見を聴くために委員を募集します

女性センター運営委員会委員

募集人数　２人
応募資格　１８歳以上の方（市内に通勤、通学している
方を含む。高校生、市議会議員、常勤の市職員を除
く）
報酬　８，１００円（会議１回につき）　※会議は年１回程度
申し込み・詳細　２月２１日�月 までに「女性センター運
営委員会委員申し込み」と明記し、住所、氏名、性別、
生年月日、職業、電話番号、応募動機（４００字程度）、市
の審議会や委員会などの委員経験者はその名称と期間、
地域活動やボランティア活動の経験者はその内容を記
載（様式は自由）し、直接または郵送（必着）、Ｅメール
で　〒０５３‐００２１　若草町３丁目３番８号　女性セン
ター　�３２-３５４４　� danjobyodo@city.tomakomai.hok
kaido.jp※

選考結果は全員に通知。応募書類は返却しません

募集人員　若干名
応募資格　市内在住の１８歳以上（高校生を除く）の方で、
ごみ減量などについて考え、意見を持ち、２年間委員を
務めることができる方
申込書配布　減量対策課、環境生活課（市役所８階）、植
苗ファミリーセンター、各コミセン、ホームページ（http:/
/www.city.tomakomai.hokkaido.jp/ で減量対策課　検索 ）
報酬　８，１００円（会議１回につき）
申し込み・詳細　２月１８日�金 までに申込書に必要事項を
記入し、ごみ減量についての意見・考えをまとめた作文
（４００字程度）を添えて直接または郵送（消印有効）で　〒
０５９‐１３６４　字沼ノ端２番地の２５　減量対策課　�５５-
４２６６ 　

※

選考結果は３月中旬に全員に通知

廃棄物減量等推進審議会委員

ごみの減量や再生利用などについて広く市民の意見
を聴き、施策へ反映させるために委員を募集します

※委員の任期はいずれも４月１日～平成２５ 年３月３１日（２年間）

第　

回
市
議
会
定
例
会

２０

第　

回
市
議
会
臨
時
会

１９

改
善
事
業
な
ど
の
緊
急
雇
用
対
策
・
創
出
事
業
７
千　
３５８

万
８
千
円
、
市
立
保
育
園
内
部
改
修
工
事
や
公
園
整
備

事
業
な
ど
の
景
気
対
策
事
業
９
千　

万
円
な
ど
で
総
額

９９０

５
億
１
千　

万
３
千
円
の
増
額
が
修
正
可
決
さ
れ
ま
し

８０６

た
。
ま
た
、
関
連
議
案
で
、
松
風
町
の
苫
小
牧
市
静
和

荘
の
敷
地
を
運
営
移
管
先
の
社
会
福
祉
法
人
緑
陽
会
に

譲
渡
す
る
土
地
の
譲
渡
と
平
成　

年
度
か
ら
４
年
間
植

２３

苗
フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
は
�株
 

植
苗
・
美
沢
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
、
北
光
町
未
来
の
森
公
園
は
長
岡
造
園
�株
 

を
管

理
運
営
す
る
団
体
と
し
て
指
定
す
る
指
定
管
理
者
の
指

定
は
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
文
化
会
館
の

指
定
管
理
者
の
指
定
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
で
は
、
国

保
総
合
シ
ス
テ
ム
導
入
に
対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
改
修
経

費
１
千　

万
２
千
円
の
増
額
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

９９９

ま
し
た
。

　

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
で
は
、
認
知
症

対
策
連
携
強
化
事
業
と
し
て
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
認
知
症
連
携
担
当
者
を
配
置
す
る
経
費　

万
円
の
増

１７５

額
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
で
は
、
広
域

連
合
の
交
付
金
を
活
用
し
シ
ス
テ
ム
端
末
の
増
設
、
環

境
更
新
な
ど
を
行
う
相
談
体
制
整
備
に
要
す
る
経
費　
８６６

万
３
千
円
の
増
額
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
で
は
、
耐
震
化
お
よ
び

ゲ
リ
ラ
豪
雨
対
策
と
し
て
下
水
道
新
設
工
事
お
よ
び
下

水
道
管
渠
改
良
工
事
を
行
う
経
費
１
億
１
千
万
円
の
増

額
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
立
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
で
は
、
再
編
交
付
金

を
活
用
し
医
療
機
器
を
整
備
す
る
固
定
資
産
取
得
費
３

千　

万
９
千
円
の
増
額
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

４６４
た
。

（
条
例
の
制
定
お
よ
び
一
部
改
正
）

　

学
校
開
放
の
使
用
許
可
、
使
用
料
な
ど
に
つ
い
て
定

め
る
「
苫
小
牧
市
立
学
校
の
施
設
の
開
放
に
関
す
る
条

例
」
の
制
定
が
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
保
税
の
課
税
限
度
額
を
改
定
す
る
「
苫
小
牧
市
税

条
例
」
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
誘
致
の
た
め
助
成
事
業
場

の
拡
大
と
要
件
の
緩
和
を
行
な
う
た
め
の
「
苫
小
牧
市

企
業
立
地
振
興
条
例
」
、
料
金
改
定
の
た
め
の
「
苫
小

牧
市
計
量
検
査
所
条
例
」、「
苫
小
牧
市
モ
ー
ラ
ッ
プ
樽

前
荘
条
例
」、「
苫
小
牧
市
牧
野
管
理
規
程
」、「
苫
小
牧

市
消
防
関
係
手
数
料
条
例
」
の
ほ
か
、「
苫
小
牧
市
営
住

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

報報報報報報報報報報報報報報報報

告告告告告告告告告告告告告告告告

◆　

報　

告

　

閉
会
中
の
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

　

年
度
一
般
会
計
お
よ
び
企
業
会
計
・
特
別
会
計
の

２１決
算
審
査
結
果
が
報
告
さ
れ
、
一
般
会
計
は
賛
成
多

数
で
、
企
業
会
計
は　

会
計
す
べ
て
全
会
一
致
で
報

１４

告
ど
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
市
有
自
動
車
の
物
損
事
故
の
損
害
賠
償
の

額
の
決
定
に
つ
い
て
の
専
決
処
分
が
報
告
さ
れ
、
事

故
の
賠
償
金
を
増
額
す
る
平
成　

年
度
苫
小
牧
市
一

２２

般
会
計
補
正
予
算（
第　

回
）の
専
決
処
分
が
報
告
、

１０

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
道
の
路
側
の
ト
ラ
フ

の
ふ
た
が
跳
ね
上
が
り
、
通
行
車
両
に
損
傷
を
与
え

た
物
損
事
故
の
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い
て
の

専
決
処
分
が
報
告
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

議議議議議議議議議議議議議議議議

案案案案案案案案案案案案案案案案

◆　

議　

案

　

国
家
公
務
員
に
準
じ
て
、
特
別
職
の
期
末
手
当
の

引
下
げ
等
を
行
う
「
苫
小
牧
市
特
別
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
及
び
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会
教
育

長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
」
と
一
般

職
の
給
料
月
額
並
び
に
期
末
手
当
お
よ
び
勤
勉
手
当

の
引
下
げ
等
を
行
う
「
苫
小
牧
市
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
」
を
、
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

宅
管
理
条
例
」、「
苫
小
牧
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
条
例

」
の
一
部
改
正
は
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
道
料
金
の
改
定
を
行
な
う
た
め
の
「
苫
小

牧
市
水
道
事
業
給
水
条
例
及
び
苫
小
牧
市
下
水
道
条
例

」
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
建
設
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳

情情情情情情情情情情情情情情情情

◆　

陳　

情

《
今
議
会
に
提
出
さ
れ
た
案
件
》
（
カ
ッ
コ
内
は
付
託

さ
れ
た
委
員
会
）

採 
  　

択

�
商
店
街
活
性
化
条
例
の
制
定
を
求
め
る
陳
情
（
文
教

経
済
委
員
会
）

�
苫
小
牧
市
学
校
給
食
調
理
等
委
託
事
業
に
関
す
る
陳

情
（
文
教
経
済
委
員
会
）

趣
旨
採
択

�
住
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
交
通
運
輸

行
政
の
充
実
を
求
め
る
要
望
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳

情
（
文
教
経
済
委
員
会
）

継
続
審
査

�
「
大
幅
増
員
と
夜
勤
改
善
で
安
全
・
安
心
の
医
療
・

介
護
を
求
め
る
」
要
望
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情

（
厚
生
委
員
会
）

�
地
域
医
療
と
国
立
病
院
の
充
実
を
求
め
る
要
望
意
見

書
提
出
に
関
す
る
陳
情
（
厚
生
委
員
会
）

�
政
府
に
よ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
係
る
要
望
意
見
書
提
出

に
関
す
る
陳
情
（
文
教
経
済
委
員
会
）

�
高
齢
者
の
生
活
実
態
に
見
合
う
年
金
引
き
上
げ
を
求

め
る
要
望
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情（
厚
生
委
員
会
）

不
採
択

�
道
立
衛
生
学
院
の
存
続
を
求
め
る
要
望
意
見
書
提
出

に
関
す
る
陳
情
（
厚
生
委
員
会
）

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆　

意意意意意意意意意意意意意意意意

見見見見見見見見見見見見見見見見

書書書書書書書書書書書書書書書書

意　
見　
書

　

「
住
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
交
通
運

輸
行
政
の
充
実
を
求
め
る
要
望
意
見
書
」
、
「
北
海
道

の
自
衛
隊
体
制
維
持
を
求
め
る
要
望
意
見
書
」
、
「
子

ど
も
手
当
財
源
の
国
庫
負
担
で
の
対
応
を
求
め
る
要
望

意
見
書
」
、
「
北
海
道
水
産
業
の
生
産
拠
点
と
な
る
水

産
基
盤
整
備
に
関
す
る
要
望
意
見
書
」
、
「
公
職
選
挙

法
の
改
正
を
求
め
る
要
望
意
見
書
」
の
５
件
の
意
見
書

が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
関
係
機
関
に
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

報報報報報報報報報報報報報報報報

告告告告告告告告告告告告告告告告

◆　

報　

告

　

強
風
で
歩
道
の
街
路
樹
が
倒
れ
、
駐
車
車
両
に
損
傷

を
与
え
た
物
損
事
故
の
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い

て
の
専
決
処
分
が
報
告
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
厚
生
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
陳
情
１
件
と
文

教
経
済
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
陳
情
３
件
の
審
査
結
果

の
報
告
が
行
わ
れ
、
報
告
ど
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

議議議議議議議議議議議議議議議議

案案案案案案案案案案案案案案案案

◆　

議　

案

（　

年
度
各
会
計
補
正
予
算
）

２２

　

一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
文
化
会
館
指
定
管
理
費

を
除
い
た
債
務
負
担
行
為
補
正
と
道
路
清
掃
・
雪
氷
除

去
事
業
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
状
況
調
査
・
普
及

啓
発
事
業
、
公
園
樹
木
お
よ
び
街
路
樹
木
調
査
・
景
観

Topics

市

政

ト

ピ

ッ

ク

ス
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詳
細　

議
会
事
務
局　�
（　

）６
７
８
５

３２

　

第　

回
市
議
会
臨
時
会
は　

月　

日
�木
 

に
開
か
れ
、

1９

１１

２５

報
告
５
件
、
議
案
２
件
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

人
事
院
勧
告
に
準
じ
た「
特
別
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
等
」
お
よ
び
「
一
般
職
の
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
」の
一
部
改
正
案

が
可
決
成
立

第　

回
市
議
会
臨
時
会
、
第　

回
市
議
会
定
例
会

１９

２０

の
審
議
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
議
会
の
動
き

　

第　

回
市
議
会
定
例
会
は　

月
２
日
�木
 

か
ら　

月　

２０

１２

１２

１０

日
�金
 

ま
で
開
か
れ
、　

年
度
補
正
予
算
案
や
条
例
の
制

２２

定
・
改
正
案
、
指
定
管
理
者
の
指
定
な
ど
議
案　

件
、

２０

各
委
員
会
の
審
査
結
果
な
ど
報
告
３
件
、
要
望
意
見
書

５
件
な
ど
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
６
会
派　

人
の
議
員
に
よ
り
、
新
年

１５

度
予
算
編
成
と
財
源
確
保
、
労
使
交
渉
の
あ
り
方
、
民

間
委
託
・
民
間
移
譲
・
指
定
管
理
な
ど
の
行
政
改
革
の

取
り
組
み
、
産
業
振
興
条
例
・
中
小
企
業
振
興
条
例
と

商
店
街
活
性
化
条
例
に
つ
い
て
の
対
応
、
商
店
街
空
洞

化
対
策
、
ご
み
の
有
料
化
と
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議

会
の
開
催
状
況
、
新
千
歳
空
港
の
発
着
枠
問
題
な
ど
に

つ
い
て
論
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会
で
は
陳
情
の
審
査
の

ほ
か
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
収
集
の
実
施
状
況
、
地
域

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
、（
仮
称
）第　

小
学
校
の
建
設
場

２４

所
お
よ
び
通
学
区
域
、
水
道
事
業
給
水
条
例
及
び
下
水

道
条
例
の
一
部
改
正
、
新
千
歳
空
港
の　

時
間
運
用
に

２４

関
す
る
地
域
協
議
会
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
主
な
内
容
と
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

緊
急
雇
用
対
策
・
景
気
浮
揚
対
策
事
業
を
盛
り

込
ん
だ
補
正
予
算
案
を
可
決

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
誘
致
の
た
め
の
企
業
立
地
振

興
条
例
改
正
案
も
可
決


